
       いよいよ夏休み  

７４名で気持ちを新たにスタートした４月からこの４ヶ月間、学習や運動・初めてのクラブ・係や

当番活動………と、それぞれ日々沢山の学習や生活に取り組んできました。 

１学期、大きな事故もなく無事に過ごすことができましたのも、子供たちのがんばりと保護者の皆

様のご協力のおかげと感謝申し上げます。 

  いよいよ、子供たちが楽しみにしていた夏休みが始まります。３７日間という長いお休みです。ご

家庭でも十分に話し合って有意義に過ごしてほしいと思います。夏休みだからこそできることに目標

を立て、どれだけがんばれるか、自分の力を試してみる良いチャンスです。ぜひ充実した夏休みが送

れるように励ましをお願いいたします。 

１学期間、沢山のご協力をいただきありがとうございました。 

あゆみについて 

   本日「あゆみ」を持ち帰りました。子供の良さやつまづき、努力の様子やがんばりを見つける材料

にしていただきたいと思います。そして、復習すべきところは休み中にしっかりと復習し、学力とし

て定着することができるようにしてください。家庭からの欄に記入をしていただき２学期の始業式に

持たせてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理科の一研究と自由応募作品は８／１８のＰＴＡ環境整備作業の時に提出して   ★ ください。必ず応 

 

 

 

 

 

   

 

令和３年７月２０日（火）

幡羅小学校４年 

学年便り 

夏休み号 

交通事故防止について 

 ☆ 自転車乗りについて  必ずヘルメットを着用しましょう。 

・Ｔ字路や十字路での一時停止を徹底する。・信号の遵守と左右確認を徹底する。 

・スピードの出し過ぎに注意する。    ・日頃からブレーキやライトの点検をする。 

・自転車も加害者となることを忘れずに、歩行者に対して思いやりをもった運転を心が

ける。  

 ☆ 徒歩の交通事故防止について 

・駐車している車の前後からの飛び出しはしない。 

・歩道のあるところでは必ず歩道を歩く。 

・交差点では、いったん止まり、左右をよく確認して渡る。 

 事故なく、けがなく、病気なく、 

     楽しい夏休みを過ごせるようにしましょう。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休みの課題について 
 

＊夏のスキルアップ（国語・算数） 

＊生活表   

 

＊漢字練習 漢字ドリル  ５０ ５１ ５２ ５３ をノートに書く。 

（１文を漢字練習帳に３回ずつ書く。） 

＊計算ドリル       ３６ ３７ ３８ ３９ を計算ドリルノートにやる。 

（必ず丸付け・直しをする。） 

＊絵、ポスター、習字、作文の中から１点以上（手紙が別で配られます。） 

※ 作品表を必ず作品に貼ってきてください。 

＊星の観察  理科ノートに貼った観察カードに夏の大三角を見て記入する。  

＊読書（３冊以上読みます。夏休み明けに読書感想文を書きます。） 

＊理科の自由研究（希望者） 

＊環境ポスター（希望者） 

＊自主学習（自分で取り組む量や内容を決めて取り組みましょう。） 

＊キーボード練習（持ち帰ったタブレット端末で１日５分でも良いので取り組みましょう。） 

始業式について     ８月２７日（金） 下校１１：３０ 

 特別日課３時間 ＜時間割＞①行事（始業式）②学活 ③学活 

【持 ち 物】  

□夏のスキルアップ □生活表   □星の観察カード 

□図書室の本    □計算ノート □漢字ノート 

□自由応募作品（理科自由研究、習字、ポスターなど） 

□上ばき      □体育帽子  □水筒 

□マスク      □ぞうきん２枚（１枚に記名） 

□あゆみ（家庭からの欄・ 印を忘れずお願いします） 

□自由応募作品   □連絡帳   □タブレットや充電器 

＊道具袋、クレヨン、クーピー（引き出しの中のもの）などは、各自考えて

早目に持ってきましょう。中身を確認して足りないものは補充しよう。 

☆ ☆ タブレットについてのお願い ☆ ☆  

 夏季休業中の子供たちの様子を把握するために、児童用タブレットにある「Teams」を活用し

たテレビ会議を実施します。ご協力できる方は参加をお願いします。 

日時 ８月２０日（金）１１：００～１１：１５ 

内容 Teams のテレビ会議 

   夏季休業中の生活指導等の指導、新学期の準備、宿題の進捗具合について 

接続方法 

① 児童用タブレットの「Teams」のアイコンをタップする。 

② クラス投稿欄の中にある会議をタップする。 

③ ビデオ、マイクをオンにする。 


